
も
と
き

　ま
さ
ひ
こ

　編
集
者
。
一
九
四
五
年
生
ま

れ
。「
週
刊
現
代
」
や
「
フ
ラ
イ
デ
ー
」
の
編
集
長
と

し
て
権
力
批
判
の
誌
面
づ
く
り
を
貫
い
た
。
メ
デ
ィ

ア
規
制
の
動
き
に
反
対
の
論
陣
を
張
る
。
二
〇
〇
六

年
十
一
月
、
講
談
社
を
退
社
。
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス

元
社
長
。上
智
大
学
、明
治
学
院
大
学
、大
正
大
学
な

ど
で
講
師
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
報
道
協
会
代
表
理
事
。

自
分
で
考
え
、発
信
で
き
な
い

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も「
大
日
本
病
」患
者

■
福
島
原
発
事
故
は「
規
制
の
虜
」が
起
こ
し
た
人
災
─
─
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講
談
社
か
ら
今
年
三
月
に
出
さ
れ
た
『
規

制
の
虜
　
グ
ル
ー
プ
シ
ン
ク
が
日
本
を
滅
ぼ

す
』（
以
下
『
規
制
の
虜
』）
が
面
白
い
。
著

者
は
東
京
大
学
名
誉
教
授
で
、
政
策
研
究
大

学
院
大
学
客
員
教
授
の
黒
川
清
氏
。
黒
川
氏

は
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
後
、
国
会

に
設
置
さ
れ
た
「
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発

電
所
事
故
調
査
委
員
会
」（
通
称
国
会
事
故

調
）
の
委
員
長
を
務
め
た
人
で
あ
る
。

　
こ
の
報
告
書
を
ま
と
め
る
過
程
で
日
本
人
、

特
に
エ
リ
ー
ト
と
い
わ
れ
る
集
団
が
い
か
に

ダ
メ
な
人
間
の
集
ま
り
で
あ
る
か
を
身
に
し

み
て
感
じ
た
と
い
う
。
見
事
な
日
本
人
論
に

な
っ
て
い
る
。

　
同
書
の
発
売
後
の
「
週
刊
現
代
」（
一
六
年

四
月
十
六
日
号
）
で
は
、「
国
会
事
故
調
は
、

法
律
で
設
置
が
決
ま
る
唯
一
の
『
独
立
調
査

委
員
会
』
で
し
た
。
国
会
が
政
府
へ
の
チ
ェ

ッ
ク
機
能
を
果
た
す
た
め
の
組
織
で
、
こ
の

よ
う
な
独
立
し
た
調
査
委
員
会
が
立
ち
上
げ

ら
れ
た
の
は
、
日
本
の
憲
政
史
上
初
の
こ
と

で
す
。
も
っ
と
も
、
独
立
し
た
調
査
委
員
会

が
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
こ
と
が
日
本
の
お
か

し
な
と
こ
ろ
で
、
世
界
の
常
識
か
ら
外
れ
て

い
る
の
で
す
が
─
─
。（
中
略
）
そ
の
一
連

の
調
査
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
、
電
力

事
業
者
で
あ
る
東
電
に
対
し
、
監
督
す
べ
き

立
場
に
あ
っ
た
経
産
省
の
外
局
機
関
『
原
子

力
安
全
・
保
安
院
』
が
、
本
来
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
果
た
さ
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
東

電
の
利
益
の
た
め
に
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
と
い
う
事
実
で
し
た
。（
中
略
）
そ

う
し
て
、
本
来
規
制
さ
れ
る
側
の
は
ず
の
電

力
会
社
が
発
言
力
を
強
め
、
規
制
す
る
側
は

そ
の
理
屈
に
合
わ
せ
る
こ
と
し
か
し
て
こ
な

か
っ
た
。
そ
の
結
果
、『
日
本
の
原
発
で
は

シ
ビ
ア
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
（
過
酷
事
故
）
は

起
こ
ら
な
い
』
と
い
う
虚
構
が
ま
か
り
通
る

こ
と
に
な
っ
た
。『
原
子
力
ム
ラ
』
が
の
さ

ば
る
、
日
本
の
異
常
な
原
発
政
策
は
こ
う
し

て
生
ま
れ
た
の
で
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
政
府
の
規
制
機
関
が
規
制
さ
れ
る
側
の
勢

力
に
取
り
込
ま
れ
、
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
を
「
規
制
の
虜
」
と
い
う
。
国
会
事
故
調

は
「
原
発
事
故
は
人
災
で
あ
っ
た
」
と
し
て

報
告
書
を
ま
と
め
、
こ
の
よ
う
な
事
故
を
二

度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
革

「
七
つ
の
提
言
」
を
付
け
て
提
出
し
た
。

　
だ
が
、
野
田
佳
彦
首
相
（
民
主
党
）
は
こ

れ
を
受
け
取
っ
た
ま
ま
で
改
革
に
手
を
付
け

ず
、
代
わ
っ
た
安
倍
政
権
は
報
告
書
な
ど
な

か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
原
発
再
稼
働
に
突
き

進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

　
国
会
事
故
調
で
の
聴
取
を
通
じ
て
、
原
発

の
み
な
ら
ず
、「
日
本
の
中
枢
そ
の
も
の
が

『
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
』
し
て
い
る
」
と
痛
感
し

た
黒
川
氏
は
、
こ
の
本
を
書
き
上
げ
た
。

「
福
島
原
発
事
故
は
、
ま
だ
終
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。『
規
制
の
虜
』
と
い
う
問
題
を
反
省

し
な
け
れ
ば
、
こ
の
国
は
同
じ
過
ち
を
繰
り
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返
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。い
ま
こ
そ
、『
エ

リ
ー
ト
』
も
、
そ
し
て
国
民
一
人
ひ
と
り
が

強
く
意
識
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

い
う
思
い
を
込
め
て
。

　
あ
れ
ほ
ど
の
原
発
事
故
を
経
験
し
て
い
な

が
ら
、
日
本
人
は
な
ぜ
変
わ
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
か
。
一
九
三
六
年
生
ま
れ
と
は
思
え

な
い
潑
剌
と
し
た
黒
川
氏
だ
が
、
再
び
「
規

制
の
虜
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
政
産
官
と
そ
れ

を
批
判
し
な
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
舌
鋒

は
鋭
か
っ
た
。

◇

元
木
　
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
五
年
目
に

『
規
制
の
虜
』
を
お
出
し
に
な
り
ま
し
た
。

国
会
事
故
調
の
委
員
長
と
し
て
、
事
故
の
原

因
を
究
明
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
二
度
と
こ
う
し

た
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
七
つ
の
提
言

を
し
ま
し
た
が
、
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
こ

と
へ
の
黒
川
さ
ん
の
怒
り
の
書
で
す
ね
。

黒
川
　
大
日
本
病
っ
て
や
つ
だ
ね
。
日
本
は

特
別
だ
と
言
っ
て
盛
り
上
が
る
、
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
と
か
よ
く
言
っ
て
い
る
け
ど
、
ち
っ

と
も
変
わ
っ
て
い
な
い
（
笑
）。

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
「
七
つ
の
提
言
は
ど

う
な
っ
た
の
か
、
み
ん
な
で
考
え
よ
う
で
は

な
い
か
」
と
、
ど
ん
ど
ん
問
題
提
起
す
る
べ

き
で
す
よ
。

元
木
　
日
本
の
中
枢
に
い
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち

は
志
が
低
く
、
責
任
感
が
な
い
。
自
分
た
ち

　
日
本
に
規
制
の
虜
が
起
き
や
す
い
の
は
、

日
本
が
「
単
線
エ
リ
ー
ト
」
だ
か
ら
で
す
。

大
学
を
出
て
企
業
や
役
所
な
ど
の
組
織
に
所

属
す
る
と
、
ず
っ
と
そ
の
組
織
に
い
る
こ
と

が
当
た
り
前
に
な
る
。
官
庁
の
場
合
、
例
え

ば
経
産
省
に
入
省
す
る
と
、
そ
の
ま
ま
ず
っ

と
経
産
省
か
そ
の
関
連
先
に
い
る
も
の
と
思

い
込
む
。
適
材
適
所
で
は
な
く
、
入
省
年
次

に
よ
っ
て
昇
進
し
て
い
く
の
で
す
。「
本

籍
」
が
変
わ
ら
な
い
た
め
に
天
下
り
先
が
し

っ
か
り
で
き
て
い
る
。

　
民
間
企
業
で
も
同
じ
で
す
。
ず
う
っ
と
そ

こ
に
い
る
も
の
だ
と
み
ん
な
思
っ
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
？
　
三
菱
の
銀
行
マ
ン
が
住
友
の

の
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
人
事

の
よ
う
に
言
い
、
困
難
に
遭
う
と
我
が
身
可

愛
さ
に
す
ぐ
逃
げ
る
─
─
。
ご
指
摘
は
見
事

な
日
本
人
論
に
な
っ
て
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー

だ
け
で
は
な
く
、
日
本
人
全
体
に
言
え
る
こ

と
で
す
ね
。

黒
川
　
原
発
事
故
の
原
因
は
、
今
ま
で
の
日

本
的
シ
ス
テ
ム
の
限
界
に
あ
っ
た
の
で
す
。

戦
後
は
冷
戦
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
が
あ
っ

た
か
ら
、
日
本
は
そ
の
中
で
経
済
成
長
し
て

き
た
。
だ
け
ど
そ
れ
は
、
日
本
的
な
や
り
方

が
成
功
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
だ
け
で
、
日

本
が
世
界
に
比
べ
て
優
れ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
。

原
発
事
故
の
原
因
は

日
本
的
シ
ス
テ
ム
の
限
界

  今月の同行者／黒川清 氏 
  （原発事故国会事故調元委員長、
   政策研究大学院大学客員教授）

くろかわ　きよし　1936年生まれ。東京大学医学部卒業。69年に渡米、
79年UCLA内科教授。83年帰国後、東京大学内科教授、東海大学医学部
長、日本学術会議会長、内閣府総合科学技術会議議員（2003–06年）、内
閣特別顧問（06–08年）、WHOコミッショナー（05–08年）などを歴
任。国際科学者連合体、国内外の学会及び大学の理事、役員など幅広い
分野で活躍。国会福島原発事故調査委員会委員長（11年12月–12年７
月）でAAAS Scientific Freedom and Responsibility Award授賞

（2012年）、Foreign Policy紙の100 Top Global Thinkers of 2012
に選出。現在、MITメディアラボ、コロンビア大学客員研究員、公益社
団法人グローバルヘルス技術振興基金、日本医療政策機構などの代表理
事・会長、政策研究大学院大学客員教授、東京大学名誉教授など。
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返
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と
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だ
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ま
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こ
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が
で
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会
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の
委
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、
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の
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事
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を
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こ
さ
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に
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の
提
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た
が
、
何
も
変
わ
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い
な
い
こ

と
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の
黒
川
さ
ん
の
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の
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ね
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黒
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日
本
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や
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だ
ね
。
日
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は

特
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だ
と
言
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上
が
る
、
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ル
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パ
ン
と
か
よ
く
言
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い
る
け
ど
、
ち
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も
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な
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ナ
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と
、
ど
ん
ど
ん
問
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日
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中
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と
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な
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、
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と
、
そ
の
ま
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の
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に
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も
の
と
思
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込
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適
材
適
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は
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、
入
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次
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の
で
す
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本
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が
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が
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り
で
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。
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で
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に
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も
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と
み
ん
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ゃ
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の
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行
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の
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に
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他
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に
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、
困
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う
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が
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可
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逃
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日
本
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に
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ま
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く
、
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テ
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。
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な
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が
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ら
、
日
本
は
そ
の
中
で
経
済
成
長
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て
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。
だ
け
ど
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は
、
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本
的
な
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方

が
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と
思
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た
だ
け
で
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に
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け
で
は
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の
で
す
。
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限
界

  今月の同行者／黒川清 氏 
  （原発事故国会事故調元委員長、
   政策研究大学院大学客員教授）

くろかわ　きよし　1936年生まれ。東京大学医学部卒業。69年に渡米、
79年UCLA内科教授。83年帰国後、東京大学内科教授、東海大学医学部
長、日本学術会議会長、内閣府総合科学技術会議議員（2003–06年）、内
閣特別顧問（06–08年）、WHOコミッショナー（05–08年）などを歴
任。国際科学者連合体、国内外の学会及び大学の理事、役員など幅広い
分野で活躍。国会福島原発事故調査委員会委員長（11年12月–12年７
月）でAAAS Scientific Freedom and Responsibility Award授賞

（2012年）、Foreign Policy紙の100 Top Global Thinkers of 2012
に選出。現在、MITメディアラボ、コロンビア大学客員研究員、公益社
団法人グローバルヘルス技術振興基金、日本医療政策機構などの代表理
事・会長、政策研究大学院大学客員教授、東京大学名誉教授など。

89 2016 .5 EL  NEOS

P88-93メディアを考える旅.indd   89 16/04/22   15:09



ネ
ス
を
し
よ
う
と
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
世
界

か
ら
来
る
人
の
た
め
に
書
い
た
も
の
で
す
が
、

日
本
で
は
事
務
次
官
と
か
政
治
家
と
か
プ
ラ

イ
ム
ミ
ニ
ス
タ
ー
だ
と
言
っ
て
も
、
彼
ら
に

は
ま
っ
た
く
権
限
が
な
い
。
誰
が
決
め
て
誰

が
責
任
者
な
の
か
と
い
う
の
が
ま
っ
た
く
分

か
ら
な
い
の
が
日
本
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を

書
い
て
い
ま
す
。

元
木
　
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
「
説
明

責
任
」
な
ど
と
い
う
無
責
任
な
意
味
で
は
な

く
、「
与
え
ら
れ
た
責
務
、
責
任
を
果
た
す
」

と
い
う
こ
と
だ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。
原

発
事
故
が
起
き
た
場
合
、
責
任
の
所
在
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
、
事
故
か
ら
の
避
難
な
ど
の

安
全
確
保
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
、

こ
れ
だ
け
の
事
故
が
起
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
い
ま
だ
に
明
確
で
は
な
い
。
こ
の
本
で

は
同
時
に
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
厳
し

く
批
判
し
て
い
ま
す
ね
。

黒
川
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
の
は
権
力

の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
の
？
　

事
故
調
の
記
者
会
見
で
は
何
回
か
「
委
員
長

の
意
見
は
ど
う
で
す
か
」
っ
て
聞
か
れ
ま
し

た
。「
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
聞
く
ん
だ
。
全

部
見
せ
て
い
る
ん
だ
か
ら
自
分
で
考
え
て
、

あ
な
た
は
ど
う
思
う
か
勝
手
に
書
い
て
く

れ
」
と
私
は
言
う
の
で
す
が
、
私
に
言
わ
せ

よ
う
と
す
る
。
そ
れ
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に

も
染
み
つ
い
て
い
る
ん
だ
ね
。

元
木
　
ア
メ
リ
カ
が
九
・
一
一
以
降
、
テ
ロ

対
策
の
た
め
に
考
え
た
「
Ｂ
・
５
・
ｂ
」

シ
ョ
ッ
ク
等
の
影
響
で
、
大
幅
な
赤
字
を
出

し
て
い
た
本
社
の
経
営
再
建
の
た
め
に
、
日

立
情
報
シ
ス
テ
ム
ズ
な
ど
上
場
子
会
社
の
完

全
子
会
社
化
、
経
営
効
率
化
や
テ
レ
ビ
事
業

撤
退
な
ど
の
不
採
算
部
門
を
整
理
を
し
て
経

営
再
建
し
た
。
経
営
者
は
ず
う
っ
と
本
社
に

い
た
の
で
は
ダ
メ
で
、
子
会
社
に
行
っ
た
り

し
て
最
後
の
デ
シ
ジ
ョ
ン
を
す
る
実
体
験
を

さ
せ
な
け
れ
ば
ダ
メ
な
ん
で
す
。

元
木
　
事
故
調
で
東
電
や
保
安
院
の
責
任
者

た
ち
を
呼
ん
で
質
問
を
し
た
け
ど
、
皆
、
責

任
逃
れ
に
終
始
し
た
そ
う
で
す
ね
。

黒
川
　
こ
う
い
う
人
た
ち
は
皆
も
の
す
ご
い

責
任
の
あ
る
ポ
ス
ト
に
い
た
わ
け
で
す
。
そ

れ
だ
け
の
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
る
時
に
、
何

か
あ
っ
た
ら
ど
う
い
う
責
任
の
取
り
方
を
す

る
つ
も
り
が
あ
っ
た
の
か
、
覚
悟
が
あ
っ
た

の
か
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
る
の
で
す
が
、

分
か
ら
な
い
、
聞
い
て
い
な
か
っ
た
と
責
任

逃
が
れ
す
る
連
中
ば
か
り
で
し
た
。

　
エ
ズ
ラ
・
ボ
ー
ゲ
ル
の
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア

ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』
が
も
て
は
や
さ
れ
た

頃
、
カ
レ
ル
・
ヴ
ァ
ン 

ウ
ォ
ル
フ
レ
ン
が

英
語
で
出
し
た
『
日
本
／
権
力
構
造
の
謎
』

（
原
題
はT

he Enigm
a of Japanese 

Pow
er

）
と
い
う
本
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

日
本
は
今
景
気
が
い
い
か
ら
、
日
本
と
ビ
ジ

銀
行
へ
行
か
な
い
理
由
は
な
ぜ
？

元
木
　
倒
産
し
た
り
、
シ
ャ
ー
プ
の
よ
う
に

会
社
が
身
売
り
し
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
、
そ

の
会
社
に
ず
っ
と
い
る
も
の
だ
と
刷
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
ね
。

黒
川
　
日
立
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
東
芝
へ
行
く

と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
じ
ゃ
な
い
？
　

何
で
読
売
新
聞
社
に
入
っ
て
途
中
で
朝
日
へ

行
く
と
か
し
な
い
の
か
。

元
木
　
バ
ブ
ル
が
弾
け
て
年
功
序
列
や
終
身

雇
用
が
崩
れ
た
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
日
本
の

会
社
に
は
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
ね
。

黒
川
　
そ
れ
を
み
ん
な
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
る
。
そ
こ
に
こ
そ
問
題
が
あ
る
と
こ
の

本
で
も
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ

元
木
　
黒
川
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
へ
長
く
行
っ

て
い
て
、
向
こ
う
で
研
究
し
た
り
し
て
グ
ロ

ー
バ
ル
に
物
事
を
見
て
こ
ら
れ
て
い
る
か
ら

そ
う
思
う
の
で
、
日
本
と
い
う
島
国
に
い
る

と
不
思
議
だ
と
考
え
な
く
な
る
。

黒
川
　
狭
い
と
い
っ
て
も
一
億
二
千
万
人
も

い
る
の
に
、
み
ん
な
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
る

ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
お
か
し
い
よ
。
そ
う
な
る

と
ど
う
し
た
っ
て
年
功
序
列
に
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
し
、
上
役
に
文
句
を
言
わ
な
く
な
る
。

　
い
ま
だ
に
日
本
は
産
業
革
命
以
来
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
で
動
い
て
い
る
け
ど
、
世
界
は
ど
ん

ど
ん
変
わ
り
始
め
て
い
る
。
今
度
の
シ
ャ
ー

プ
や
東
芝
の
話
も
そ
う
だ
け
ど
、
東
芝
が
東

芝
メ
デ
ィ
カ
ル
を
売
り
に
出
す
と
言
う
と
、

日
本
の
技
術
が
外
に
出
る
か
ら
困
る
、
産
業

革
新
機
構
が
何
と
か
し
ま
し
ょ
う
と
か
、
シ

ャ
ー
プ
も
台
湾
に
買
わ
れ
る
の
は
嫌
だ
と
言

っ
た
で
し
ょ
う
？
　
ど
う
し
て
そ
ん
な
言
い

分
ば
か
り
新
聞
も
書
く
の
？
　「
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
」
を
日
経
が
買
っ
た
か

ら
っ
て
何
か
起
こ
る
わ
け
？

元
木
　
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
物
真
似
を
し
て

経
済
大
国
化
し
た
の
に
、
他
国
に
技
術
を
持

っ
て
い
か
れ
る
の
を
必
要
以
上
に
警
戒
し
ま

す
ね
。

黒
川
　
そ
の
へ
ん
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
時

の
日
本
人
の
弱
み
だ
と
い
う
こ
と
を
み
ん
な

知
ら
な
い
で
行
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題

が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
日
本
の
強
み
は
正

確
で
き
ち
ん
と
し
た
も
の
を
作
る
の
は
得
意

だ
っ
た
け
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
く
と

そ
れ
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
。

　
組
織
内
で
は
何
も
言
わ
な
い
、
や
ら
な
い

人
が
偉
く
な
っ
て
い
く
。
も
の
を
言
っ
た
り

異
能
な
人
間
は
外
へ
出
さ
れ
る
。
大
企
業
や

役
所
の
よ
う
に
単
線
路
線
を
当
然
と
思
い
込

ん
で
い
る
組
織
に
は
、
非
常
に
同
質
性
の
高

い
人
ば
か
り
が
集
ま
っ
て
い
る
た
め
に
異
論

が
出
に
く
い
し
、
周
囲
の
顔
色
を
窺
っ
て
み

ん
な
の
意
見
に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
う

し
た
意
思
決
定
パ
タ
ー
ン
を
「
グ
ル
ー
プ
シ

ン
ク
（
集
団
浅
慮
）」
と
い
う
の
で
す
。

　
で
も
日
立
は
、
会
社
が
お
か
し
く
な
っ
た

時
、
子
会
社
の
日
立
マ
ク
セ
ル
の
社
長
だ
っ

た
川
村
隆
さ
ん
を
社
長
に
し
た
。
七
十
二
歳

で
す
よ
。
そ
れ
で
川
村
さ
ん
が
リ
ー
マ
ン
・

220

他
人
の
せ
い
に
す
る

日
本
人
の
弱
さ
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（
原
子
力
施
設
に
対
す
る
テ
ロ
攻
撃
の
可
能

性
に
備
え
た
対
策
を
各
原
発
に
義
務
付
け
る

命
令
）
を
日
本
に
二
回
も
伝
え
た
の
に
、
テ

ロ
対
策
を
何
も
講
じ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
で

き
て
い
れ
ば
福
島
第
一
原
発
事
故
は
防
げ
た

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
事
故
調
の
報

告
書
に
書
い
て
あ
る
の
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
の
に
大
き
く
報
道

し
な
か
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

黒
川
　
そ
う
い
う
人
が
会
社
で
出
世
し
て
上

に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
記
者
会
見
で
「
あ

ん
た
た
ち
は
そ
れ
で
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な

の
か
！
」
と
怒
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
分
か
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ

こ
う
い
う
こ
と
は
書
か
な
い
の
か
と
聞
く
と
、

デ
ス
ク
が
書
く
な
と
言
っ
た
と
か
、
他
人
の

せ
い
に
す
る
。
私
は
、
そ
れ
が
気
に
入
ら
な

い
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
今
の
政
治
家

も
役
人
も
大
企
業
も
そ
う
だ
と
い
う
と
こ
ろ

が
日
本
の
弱
さ
に
な
っ
て
い
る
。

元
木
　
世
界
か
ら
見
た
ら
不
思
議
な
、
理
解

不
能
な
国
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
三
月
二
十
七

日
の
「
朝
日
新
聞
」
に
「
東
京
電
力
は
、
原

子
炉
の
核
燃
料
が
溶
け
落
ち
る
『
炉
心
溶
融

（
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
）』
の
判
定
基
準
が
、
福
島

第
一
原
発
事
故
当
時
の
社
内
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

明
記
さ
れ
て
い
た
の
に
、
そ
の
存
在
に
５
年

間
気
づ
か
な
か
っ
た
と
謝
罪
し
た
」
と
い
う

記
事
が
載
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
白
々
し
い
東
電
の
言
い
訳
を
そ
の

ま
ま
載
せ
る
神
経
が
分
か
ら
な
い
。
も
っ
と

怒
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

ク
ラ
ブ
は
役
所
の
広
報
機
関
に
な
り
、
そ
こ

に
属
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
御
用
記
者
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

元
木
　「
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
」

の
東
京
支
局
長
を
や
っ
た
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ピ
リ
ン
グ
氏
が
原
発
事
故
は
「
日
本
特
有
の

災
害
だ
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

黒
川
　
彼
は
、
原
発
事
故
は
反
射
的
な
従
順

さ
や
権
威
を
疑
う
こ
と
に
及
び
腰
の
態
度
、

計
画
を
お
か
し
い
と
思
っ
て
も
最
後
ま
で
や

り
抜
く
こ
と
へ
の
妙
な
情
熱
や
集
団
主
義
、

島
国
根
性
な
ど
に
求
め
ら
れ
る
と
言
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
人
が
あ
れ
ほ
ど
誇
り

に
思
っ
て
い
る
国
民
性
が
、
致
命
的
な
欠
陥

に
ほ
か
な
ら
な
い
と
、
私
た
ち
の
報
告
を
し

っ
か
り
理
解
し
て
い
る
。

元
木
　
し
か
し
日
本
は
、
こ
れ
だ
け
の
大
事

故
が
起
き
て
も
な
ぜ
変
わ
れ
な
い
ん
で
し
ょ

う
か
。
九
電
が
川
内
原
発
を
再
稼
働
し
た
後

に
免
震
重
要
棟
を
つ
く
ら
な
い
と
発
表
し
ま

し
た
。
玄
海
原
発
に
も
つ
く
る
考
え
は
な
い

と
言
っ
て
い
ま
す
。
事
故
調
報
告
書
で
東
電

の
清
水
元
社
長
が
「
あ
れ
が
な
か
っ
た
と
思

う
と
ゾ
ッ
と
す
る
」
と
言
っ
た
ほ
ど
重
要
な

の
に
、
平
気
で
つ
く
ら
な
い
と
言
い
出
し
、

そ
れ
を
国
民
が
怒
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
世

界
か
ら
見
た
ら
異
常
で
し
ょ
う
ね
。

黒
川
　
こ
の
間
も
福
井
県
の
高
浜
原
発
が
再

稼
働
し
た
け
ど
、
原
子
炉
補
助
建
屋
で
放
射

性
物
質
を
含
む
水
漏
れ
が
見
つ
か
り
停
止
し

た
で
は
な
い
で
す
か
。

元
木
　
現
在
の
状
況
は
国
会
事
故
調
な
ん
か

存
在
し
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
再
稼
働
し
て

黒
川
　
今
頃
に
な
っ
て
出
て
き
た
の
か
と
あ

き
れ
る
。
本
当
で
す
か
ね
。
そ
ん
な
こ
と
も

知
ら
な
か
っ
た
の
は
、
東
電
に
緊
張
感
が
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
も
と
も
と
過

酷
事
故
は
起
こ
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
の
だ

か
ら
当
然
な
の
だ
ろ
う
け
ど
ね
。

元
木
　
二
〇
一
四
年
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で

行
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
黒
川

さ
ん
は
こ
う
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
政
府
や
原
子
力
規

制
諸
機
関
や
電
力
会
社
の
言
う
こ
と
を
そ
の

ま
ま
報
じ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
は
み
な
、
相
手
の
言
い
分

に
納
得
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
？
　
相
手
の

言
う
こ
と
を
検
証
し
、
問
題
点
を
世
に
問
い

か
け
る
役
割
が
あ
な
た
た
ち
に
あ
る
は
ず
で

す
。
そ
れ
こ
そ
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

大
事
な
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
」
と
。

黒
川
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
自
分
で
精
査
し
、

個
人
と
し
て
ど
う
考
え
る
の
か
を
発
表
し
て

問
題
提
起
す
る
べ
き
な
の
に
、
あ
な
た
の
意

見
は
ど
う
で
す
か
と
私
に
聞
い
て
く
る
だ
け
。

委
員
長
が
参
考
人
の
答
弁
を
こ
の
よ
う
に
批

判
し
た
と
書
け
ば
、
自
分
の
責
任
に
な
ら
な

い
か
ら
な
の
で
す
。
上
が
皆
そ
う
だ
っ
た
か

ら
真
似
し
て
い
る
だ
け
で
す
よ
。
日
本
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
基
本
的
な
姿
勢
を
教
育
、

訓
練
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
問
題
を
自
分

の
こ
と
と
し
て
考
え
た
り
、
ど
う
行
動
し
た

ら
い
い
の
か
が
分
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
記
者

日
本
が
誇
る
国
民
性
が

致
命
的
な
欠
陥
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91 2016 .5 EL  NEOS

P88-93メディアを考える旅.indd   91 16/04/22   15:09



（
原
子
力
施
設
に
対
す
る
テ
ロ
攻
撃
の
可
能

性
に
備
え
た
対
策
を
各
原
発
に
義
務
付
け
る

命
令
）
を
日
本
に
二
回
も
伝
え
た
の
に
、
テ

ロ
対
策
を
何
も
講
じ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
で

き
て
い
れ
ば
福
島
第
一
原
発
事
故
は
防
げ
た

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
事
故
調
の
報

告
書
に
書
い
て
あ
る
の
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
の
に
大
き
く
報
道

し
な
か
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

黒
川
　
そ
う
い
う
人
が
会
社
で
出
世
し
て
上

に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
記
者
会
見
で
「
あ

ん
た
た
ち
は
そ
れ
で
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な

の
か
！
」
と
怒
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
分
か
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ

こ
う
い
う
こ
と
は
書
か
な
い
の
か
と
聞
く
と
、

デ
ス
ク
が
書
く
な
と
言
っ
た
と
か
、
他
人
の

せ
い
に
す
る
。
私
は
、
そ
れ
が
気
に
入
ら
な

い
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
今
の
政
治
家

も
役
人
も
大
企
業
も
そ
う
だ
と
い
う
と
こ
ろ

が
日
本
の
弱
さ
に
な
っ
て
い
る
。

元
木
　
世
界
か
ら
見
た
ら
不
思
議
な
、
理
解

不
能
な
国
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
三
月
二
十
七

日
の
「
朝
日
新
聞
」
に
「
東
京
電
力
は
、
原

子
炉
の
核
燃
料
が
溶
け
落
ち
る
『
炉
心
溶
融

（
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
）』
の
判
定
基
準
が
、
福
島

第
一
原
発
事
故
当
時
の
社
内
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

明
記
さ
れ
て
い
た
の
に
、
そ
の
存
在
に
５
年

間
気
づ
か
な
か
っ
た
と
謝
罪
し
た
」
と
い
う

記
事
が
載
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
白
々
し
い
東
電
の
言
い
訳
を
そ
の

ま
ま
載
せ
る
神
経
が
分
か
ら
な
い
。
も
っ
と

怒
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

ク
ラ
ブ
は
役
所
の
広
報
機
関
に
な
り
、
そ
こ

に
属
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
御
用
記
者
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

元
木
　「
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
」

の
東
京
支
局
長
を
や
っ
た
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ピ
リ
ン
グ
氏
が
原
発
事
故
は
「
日
本
特
有
の

災
害
だ
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

黒
川
　
彼
は
、
原
発
事
故
は
反
射
的
な
従
順

さ
や
権
威
を
疑
う
こ
と
に
及
び
腰
の
態
度
、

計
画
を
お
か
し
い
と
思
っ
て
も
最
後
ま
で
や

り
抜
く
こ
と
へ
の
妙
な
情
熱
や
集
団
主
義
、

島
国
根
性
な
ど
に
求
め
ら
れ
る
と
言
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
人
が
あ
れ
ほ
ど
誇
り

に
思
っ
て
い
る
国
民
性
が
、
致
命
的
な
欠
陥

に
ほ
か
な
ら
な
い
と
、
私
た
ち
の
報
告
を
し

っ
か
り
理
解
し
て
い
る
。

元
木
　
し
か
し
日
本
は
、
こ
れ
だ
け
の
大
事

故
が
起
き
て
も
な
ぜ
変
わ
れ
な
い
ん
で
し
ょ

う
か
。
九
電
が
川
内
原
発
を
再
稼
働
し
た
後

に
免
震
重
要
棟
を
つ
く
ら
な
い
と
発
表
し
ま

し
た
。
玄
海
原
発
に
も
つ
く
る
考
え
は
な
い

と
言
っ
て
い
ま
す
。
事
故
調
報
告
書
で
東
電

の
清
水
元
社
長
が
「
あ
れ
が
な
か
っ
た
と
思

う
と
ゾ
ッ
と
す
る
」
と
言
っ
た
ほ
ど
重
要
な

の
に
、
平
気
で
つ
く
ら
な
い
と
言
い
出
し
、

そ
れ
を
国
民
が
怒
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
世

界
か
ら
見
た
ら
異
常
で
し
ょ
う
ね
。

黒
川
　
こ
の
間
も
福
井
県
の
高
浜
原
発
が
再

稼
働
し
た
け
ど
、
原
子
炉
補
助
建
屋
で
放
射

性
物
質
を
含
む
水
漏
れ
が
見
つ
か
り
停
止
し

た
で
は
な
い
で
す
か
。

元
木
　
現
在
の
状
況
は
国
会
事
故
調
な
ん
か

存
在
し
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
再
稼
働
し
て

黒
川
　
今
頃
に
な
っ
て
出
て
き
た
の
か
と
あ

き
れ
る
。
本
当
で
す
か
ね
。
そ
ん
な
こ
と
も

知
ら
な
か
っ
た
の
は
、
東
電
に
緊
張
感
が
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
も
と
も
と
過

酷
事
故
は
起
こ
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
の
だ

か
ら
当
然
な
の
だ
ろ
う
け
ど
ね
。

元
木
　
二
〇
一
四
年
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で

行
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
黒
川

さ
ん
は
こ
う
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
政
府
や
原
子
力
規

制
諸
機
関
や
電
力
会
社
の
言
う
こ
と
を
そ
の

ま
ま
報
じ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
は
み
な
、
相
手
の
言
い
分

に
納
得
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
？
　
相
手
の

言
う
こ
と
を
検
証
し
、
問
題
点
を
世
に
問
い

か
け
る
役
割
が
あ
な
た
た
ち
に
あ
る
は
ず
で

す
。
そ
れ
こ
そ
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

大
事
な
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
」
と
。

黒
川
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
自
分
で
精
査
し
、

個
人
と
し
て
ど
う
考
え
る
の
か
を
発
表
し
て

問
題
提
起
す
る
べ
き
な
の
に
、
あ
な
た
の
意

見
は
ど
う
で
す
か
と
私
に
聞
い
て
く
る
だ
け
。

委
員
長
が
参
考
人
の
答
弁
を
こ
の
よ
う
に
批

判
し
た
と
書
け
ば
、
自
分
の
責
任
に
な
ら
な

い
か
ら
な
の
で
す
。
上
が
皆
そ
う
だ
っ
た
か

ら
真
似
し
て
い
る
だ
け
で
す
よ
。
日
本
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
基
本
的
な
姿
勢
を
教
育
、

訓
練
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
問
題
を
自
分

の
こ
と
と
し
て
考
え
た
り
、
ど
う
行
動
し
た

ら
い
い
の
か
が
分
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
記
者

日
本
が
誇
る
国
民
性
が

致
命
的
な
欠
陥
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い
く
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
過
ち
は
繰
り

返
し
ま
せ
ん
と
言
い
な
が
ら
何
度
で
も
過
ち

を
繰
り
返
す
国
で
す
。

黒
川
　
事
故
調
報
告
書
の
「
は
じ
め
に
」
で

も
触
れ
て
い
ま
す
が
、
福
島
県
二
本
松
市
出

身
の
朝
河
貫
一
と
い
う
人
が
、
百
年
ほ
ど
前

に
日
露
戦
争
後
の
日
本
国
家
の
在
り
様
に
警

鐘
を
鳴
ら
す
『
日
本
の
禍
機
』（
講
談
社
学

術
文
庫
）
を
著
し
て
、
日
露
戦
争
以
降
に
変

わ
れ
な
か
っ
た
日
本
が
進
ん
で
い
く
で
あ
ろ

う
道
を
正
確
に
予
測
し
て
い
ま
し
た
。

　
朝
河
は
、
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学

の
前
身
）
を
出
て
渡
米
し
て
日
本
人
と
し
て

初
め
て
外
国
の
大
学
教
授
に
な
っ
た
人
で
す
。

彼
が
す
ご
い
の
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領

と
ア
メ
リ
カ
の
国
民
性
、
太
平
洋
を
め
ぐ
る

国
際
政
治
の
動
向
と
展
開
な
ど
を
解
説
し
、

満
州
で
の
日
本
の
行
動
に
正
当
性
が
な
い
と

指
摘
し
て
政
策
転
換
す
る
こ
と
を
訴
え
た
。

そ
う
し
な
け
れ
ば
国
際
社
会
で
の
信
用
を
失

い
、
将
来
的
に
は
中
国
の
恨
み
を
買
い
、
必

ず
ア
メ
リ
カ
と
衝
突
し
て
負
け
る
だ
ろ
う
と

看
破
し
て
い
ま
し
た
。

　
朝
河
は
長
く
「
外
」
に
い
て
独
立
し
た
個

人
と
し
て
日
本
を
見
て
い
た
か
ら
そ
れ
が
で

き
た
の
で
す
。
十
四
年
間
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら

し
た
私
に
は
よ
く
分
か
り
ま
す
。

元
木
　
今
の
日
本
の
状
況
も
根
本
的
に
は
同

じ
だ
と
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

黒
川
　
福
島
第
一
原
発
事
故
は
日
本
が
変
わ

れ
な
か
っ
た
た
め
に
起
き
て
し
ま
っ
た
。
日

露
戦
争
の
後
に
変
わ
れ
な
か
っ
た
日
本
が
太

平
洋
戦
争
へ
突
き
進
ん
で
い
っ
た
の
と
ま
っ

た
く
同
じ
で
す
。

元
木
　
戦
後
は
そ
う
し
た
反
省
か
ら
出
発
し

た
は
ず
で
す
が
、
安
倍
政
権
に
な
っ
て
戦
前

回
帰
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た

同
じ
道
を
辿
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。

国
会
事
故
調
で
も
あ
れ
だ
け
規
制
の
強
化
や

東
電
の
監
視
な
ど
を
提
言
し
て
い
る
の
に
変

わ
れ
ま
せ
ん
ね
。

黒
川
　
事
故
調
が
で
き
た
プ
ロ
セ
ス
が
憲
政

史
上
初
め
て
だ
と
い
う
こ
と
に
呆
れ
て
い
る

人
が
多
い
で
す
よ
。
日
本
と
い
う
の
は
成
熟

し
た
民
主
主
義
国
家
で
は
な
い
の
で
す
。

　
福
島
第
一
原
発
事
故
の
四
カ
月
後
に
ノ
ル

ウ
ェ
ー
で
連
続
テ
ロ
事
件
が
あ
り
ま
し
た

（
首
都
オ
ス
ロ
政
府
庁
舎
爆
破
事
件
と
ウ
ト

ヤ
島
銃
乱
射
事
件
が
連
続
し
て
起
こ
り
計
七

十
七
人
が
死
亡
し
、
多
く
の
負
傷
者
を
出
し

た
）。
あ
れ
も
す
ぐ
に
議
会
が
独
立
調
査
委

員
会
を
立
ち
上
げ
て
約
一
年
に
わ
た
っ
て
警

察
や
政
府
の
対
応
な
ど
を
検
証
し
ま
し
た
。

報
告
書
で
は
事
故
の
防
止
は
可
能
だ
っ
た
と

さ
れ
、
警
察
と
政
府
の
明
ら
か
な
怠
慢
が
指

摘
さ
れ
て
警
察
の
ト
ッ
プ
は
辞
任
し
ま
し
た
。

　
あ
の
政
府
庁
舎
は
二
年
前
か
ら
テ
ロ
リ
ス

ト
の
攻
撃
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
の
に
、
政
府

220
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ら
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

元
木
　
そ
れ
に
原
発
を
狙
う
テ
ロ
が
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
。

黒
川
　
外
国
の
原
発
は
軍
隊
が
守
っ
て
い
る

の
に
、
日
本
で
は
海
上
保
安
庁
と
警
察
。
テ

ロ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
狙
い
や
す
い
絶
好
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
ま
だ
知

ら
ん
顔
し
て
い
る
。
立
派
な
も
ん
で
す
ね
。

元
木
　
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
た
ち
に
は
期
待

で
き
そ
う
で
す
か
。

黒
川
　
ソ
ニ
ー
や
ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
は
戦
後

の
は
ぐ
れ
も
ん
、
異
端
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら

は
そ
う
い
う
人
た
ち
が
も
っ
と
出
て
こ
な
い

と
、
多
く
の
課
題
に
対
応
で
き
る
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
躍
動
す
る
社
会
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

で
も
こ
れ
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
大
震
災
で
た

く
さ
ん
の
人
が
仕
事
を
辞
め
て
福
島
へ
行
っ

た
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
中
か
ら
頑
張
っ
て
い

る
若
い
人
た
ち
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
私
は

そ
の
人
た
ち
こ
そ
六
十
年
前
の
ソ
ニ
ー
だ
よ

と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
今
は
四
苦
八
苦
し

て
や
っ
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
は
大
き
く
な
り

ま
す
よ
。
若
い
人
は
期
待
で
き
る
、「
オ
ジ

サ
ン
」
に
は
期
待
し
て
な
い
。

元
木
　
事
故
調
報
告
書
の
最
後
の
委
員
長
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
「
現
実
か
ら
目
を
背
け

る
こ
と
な
く
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
生
ま
れ

変
わ
る
時
を
迎
え
て
い
る
。
未
来
を
創
る
子

供
た
ち
の
た
め
に
も
、
謙
虚
に
、
新
た
な
日

本
へ
と
」
と
お
書
き
に
な
り
ま
し
た
ね
。
日

本
人
が
生
ま
れ
変
わ
れ
る
か
に
日
本
の
将
来

が
か
か
っ
て
い
る
と
私
も
思
い
ま
す
。
今
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

も
警
察
も
何
も
手
を
打
っ
て
こ
な
か
っ
た
の

で
す
。
そ
の
犯
人
が
ウ
ト
ヤ
島
に
到
着
す
る

ま
で
の
対
応
も
後
手
に
回
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
報
告
書
で
指
摘
さ
れ
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

国
民
の
不
満
が
高
ま
り
、
内
閣
不
信
任
案
が

出
さ
れ
、
当
時
の
ス
ト
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
首
相

は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
報
告
書
の
中
心
的
指
摘
は
国
会
事
故

調
の
中
心
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
極
め
て
似
て
い

る
と
い
う
の
で
、
ス
ト
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
首
相

が
来
日
し
た
時
に
私
に
面
会
を
求
め
て
き
て
、

意
見
交
換
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
話
を
日
本

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
せ
っ
せ
と
書
い
て
く

れ
る
と
い
い
の
だ
け
れ
ど
、
何
も
書
か
な
い

も
の
ね
。

元
木
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
書
く
こ
と
で
国

民
が
知
り
、
大
き
な
声
に
な
る
わ
け
で
す
が
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
せ
ん
。

黒
川
　
つ
ま
り
規
制
の
虜
と
い
う
の
は
ど
こ

で
も
起
こ
る
の
だ
け
れ
ど
、
日
本
に
は
起
こ

り
や
す
い
構
造
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
、
僕

は
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
日
本
で
は
沖

縄
を
除
く
と
九
つ
の
電
力
会
社
が
独
占
し
て

い
て
、
地
方
財
界
の
ト
ッ
プ
は
電
力
会
社
が

多
い
わ
け
で
し
ょ
う
。
新
聞
に
と
っ
て
は
有

力
な
ス
ポ
ン
サ
ー
だ
か
ら
批
判
で
き
な
い
。

皆
そ
う
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
ジ
ャ
パ
ン
な

の
で
す
。「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
」
な
ん
て
言
わ
れ
る
と
喜
ん
で
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
な
る
け
れ
ど
、
嫌
な
こ
と
を
言
わ

れ
る
と
無
視
す
る
の
が
日
本
な
の
で
す
。

　
周
り
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
余
計
な
こ
と

を
言
わ
な
い
で
、
同
調
し
よ
う
ね
っ
て
い
う

の
は
日
本
人
の
美
徳
で
は
あ
る
の
だ
け
れ
ど
、

会
社
の
中
で
も
異
論
を
言
わ
な
い
か
ら
ガ
バ

ナ
ン
ス
が
利
か
な
い
。
本
来
は
、
違
っ
た
意

見
を
出
し
て
、
議
論
し
た
上
で
決
め
れ
ば
い

い
。
そ
う
や
っ
て
決
め
た
人
が
責
任
を
と
る

と
い
う
の
が
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
で
、
そ

れ
が
そ
も
そ
も
社
長
の
役
目
な
の
で
す
。

元
木
　
こ
れ
だ
け
の
原
発
事
故
を
起
こ
し
た

東
電
の
責
任
は
徹
底
的
に
追
及
さ
れ
る
べ
き

で
す
ね
。

黒
川
　
だ
か
ら
そ
う
思
う
人
た
ち
は
皆
、
自

分
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
発
言
す
れ
ば
い
い
の

で
す
。
そ
れ
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
基
本
な

の
で
す
か
ら
ね
。

　
電
力
会
社
は
独
占
企
業
で
総
括
原
価
方
式

で
電
力
の
値
段
を
決
め
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。

三
％
の
利
益
が
上
が
る
よ
う
に
電
気
料
金
を

決
め
て
い
た
の
を
内
輪
の
人
は
知
っ
て
た
は

ず
だ
け
れ
ど
、
私
な
ん
か
ま
っ
た
く
知
ら
な

か
っ
た
。
さ
ら
に
東
電
の
経
費
見
直
し
を
調

査
し
た
政
府
の
第
三
者
委
員
会
が
二
〇
一
一

年
十
月
に
発
表
し
た
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、

東
電
は
実
際
に
か
か
っ
た
経
費
よ
り
、
過
去

十
年
間（
二
〇
〇
一
年
度
～
二
〇
一
〇
年
度
）

で
計
六
千
百
八
十
六
億
円
も
上
乗
せ
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
利
権

の
塊
で
、
政
産
官
が
一
体
と
な
っ
た
「
鉄
の

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
が
基
本
に
あ
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
を
知
っ
た
時
、
皆
が
騙
さ
れ
た
と

思
っ
た
は
ず
だ
け
ど
、
大
き
な
運
動
に
は
な

ら
な
か
っ
た
。

元
木
　
日
本
人
一
人
一
人
が
真
剣
に
考
え
て
、

ど
う
行
動
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

黒
川
　
少
な
く
と
も
あ
る
程
度
の
教
育
を
受

け
て
、
こ
れ
ま
で
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン

ト
的
な
と
こ
ろ
に
い
た
人
は
分
か
る
わ
け
だ

か
ら
、
も
し
分
か
っ
た
ら
、
自
分
が
何
が
で

き
る
か
な
と
考
え
て
、
少
し
ず
つ
で
も
い
い

か
ら
前
進
さ
せ
よ
う
よ
、
と
い
う
話
を
し
て

い
る
。
そ
れ
が
シ
ビ
ル
ソ
サ
エ
テ
ィ
、
市
民

社
会
と
い
う
こ
と
で
す
。

元
木
　
原
発
再
稼
働
へ
遮
二
無
二
突
き
進
ん

で
い
る
安
倍
政
権
で
す
が
、
国
会
事
故
調
は

福
島
第
一
原
発
は
津
波
が
来
る
前
に
地
震
で

全
電
源
を
喪
失
し
た
可
能
性
が
高
い
と
し
て

い
ま
す
ね
。

黒
川
　
日
本
は
地
震
大
国
な
の
で
す
よ
。
震

度
五
以
上
の
地
震
の
三
〇
％
ほ
ど
は
日
本
で

す
か
ら
ね
。
こ
ん
な
に
地
震
が
多
い
と
こ
ろ

に
原
発
を
あ
ん
な
に
造
っ
て
大
丈
夫
か
と
い

う
の
は
、
世
界
の
常
識
で
す
。

　
太
平
洋
戦
争
の
時
と
同
じ
で
、
生
き
残
っ

た
人
た
ち
が
「
知
っ
て
い
た
け
ど
言
え
な
か

っ
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
福
島
原
発
だ
っ

て
問
題
を
知
っ
て
い
た
ん
だ
け
れ
ど
言
え
な

か
っ
た
と
言
う
。
い
い
加
減
に
し
ろ
よ
と
思

い
ま
し
た
ね
。
失
敗
か
ら
学
ん
で
い
な
い
の

で
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち
の
証
言
は
ち
ゃ
ん

と
オ
ン
ザ
レ
コ
ー
ド
で
残
し
て
い
る
し
、
国

会
事
故
調
の
報
告
書
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://naiic.go.jp/

）
に
も
残
っ
て
る
か

今
は
四
苦
八
苦
で
も

若
者
に
は
期
待
で
き
る
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ら
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

元
木
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が
い
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起
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。
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川
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リ
ス
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と
っ
て
狙
い
や
す
い
絶
好
の
タ
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る
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る
。
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。

元
木
　
こ
れ
か
ら
の
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た
ち
に
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期
待
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。

黒
川
　
ソ
ニ
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ネ
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ヤ
マ
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戦
後
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ん
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四
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八
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し
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若
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人
は
期
待
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き
る
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オ
ジ

サ
ン
」
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期
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元
木
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調
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委
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長
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メ
ッ
セ
ー
ジ
に
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迎
え
て
い
る
。
未
来
を
創
る
子

供
た
ち
の
た
め
に
も
、
謙
虚
に
、
新
た
な
日

本
へ
と
」
と
お
書
き
に
な
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れ
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っ
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。
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。
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の

で
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ヤ
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る

ま
で
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対
応
も
後
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回
っ
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し
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っ
た
こ

と
が
報
告
書
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指
摘
さ
れ
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

国
民
の
不
満
が
高
ま
り
、
内
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不
信
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が

出
さ
れ
、
当
時
の
ス
ト
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
首
相

は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
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。
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れ
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の
ね
。

元
木
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国
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知
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な
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、
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。
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。
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れ
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。
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